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学びの広場

　地震を想定した防災キャンプが、７月21日・22
日に鷹巣南小学校で行われ、４年生から６年生の児
童や教職員、地元住民など約120人が参加しました。
　この事業は、自分の身を自分で守る大切さを学び、
災害時に役立てるため、地域住民とのコミュニケー
ションを深めることを目的としています。
　今回の防災キャンプでは、岩手県大船渡市立末崎
小学校の熊谷拓郎校長を講師に迎え『被災地からの
報告』と題し、講話を行いました。
　講話では、学校が避難所となった時の経験や避難

所での生活で、子どもたちがどのような役割を担っ
たかなどを語りました。

　平成29年度北地区社会教育関係職員第２回研修
会が、８月10日に市民ふれあいプラザで行われ、
県内の社会教育関係者など約90人が参加しました。
　研修会では、ＮＰＯ法人まちと学校のみらいの竹
原和泉代表理事が講演の中で、地域と学校が情報や
課題、地域協働活動でのアクション、小さな成功体
験を共有することの大切さなどを話されました。
　また、コミュニティスクール推進員の四柳千夏子
さん、佐藤昭洋教育長も登壇し、地域ぐるみで子育
てを行うにはどうするべきかを話題に対談したほか、

伊勢堂岱縄文館でジュニアボランティアガイドから
展示品などの説明を受けました。

もし、学校が避難所になったら？もし、学校が避難所になったら？

　▲質疑応答では多くの質問が出ました

地域創生へ社会教育からの発信地域創生へ社会教育からの発信

　▲県教育庁佐藤潔班長の進行による対談の様子

～鷹巣南小学校防災キャンプ～

～平成29年度北地区社会教育関係職員第２回研修会～

　秋田県読書が広がるホップ・ステップ・ジャンプ
事業「シニアの絵本読み聞かせ講座」の講演会・説
明会が、７月15日に森吉コミュニティセンターで
行われ、約90人が参加しました。
　この事業は、高齢者の社会貢献活動・社会参画活
動を実施し、協働のまちづくりを推進することなど
を目的としています。
　この日は、東京都健康長寿医療センター研究所の
藤原佳典先生を講師に迎え「絵本を読んで脳を活性
化！読み聞かせによる世代間交流が導く健康長寿」

と題した講演が行われ、参加者はメモを取りながら
熱心に聞き入っていました。

読み聞かせで認知症・介護予防！読み聞かせで認知症・介護予防！

　▲読み聞かせ活動の効果を学ぶ参加者

～シニアの絵本読み聞かせ講座～
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